
手　　段
事
業
内
容

要望地区においては順次完了しており、今後も推進していく必要があると考える。

説　　　明点数

現地と公図の整合がとれていない地図混乱地区においては、土地の実態を把握できない箇所が多く見受けられる現
状にあることから、様々な土地の問題を未然に防ぐためにも、今後とも推進していく必要はある。

地図が正確になることで、地震や水害等の災害が起こった際、復旧に伴う事業の円滑化が図られ、加えて土地管理の
適正化や土地に関する境界等の紛争防止、及び土地取引が円滑に行える等、経済活動全体の活性化にもつながる。

個々の土地における問題の難易度や実施面積、及び関係者の協力体制等状況にもよるが、要望地区においては順
次完了している。

4

3

事
業
費
・
人
員

（どのような方法で）

直 接 事 業 費

人 件 費

財
源
内
訳

国 県 支 出 金

そ の 他

一 般 財 源

千円

202.5

 

25.0

0.0

158.3

▲ 1.4

0.0

75.1

8,527 千円

0.65 人

4,027 千円

千円

650 千円

12,554 千円

7,484 千円

4,420 千円

年度28
指　標　名

最終目標 達成率
H22年度
目標

H
単位

第 1 節

16有

17.0％0.9

目標
H22年度

実績 目標 実績 達成率
H20年度 H21年度

0.42

頁

H20年度
実績 目標 実績

個別計画

特性を生かした土地利用の推進

～ －17 平成 年度

平成

担
当
部
署

年度21 事務事業評価シート（ソフト事業用）

都市整備部

都市計画課
地籍調査費

第 2

部 快適で安心して暮らせるまち

章

事業№
事務事業名

174

意　　図

平成 年度

対　　象
（誰を・何を）

射水市総合計画実施計画

事業開始・終了年度

根拠法令・要綱等

計 画 掲 載

事
業
目
的

0.15

－

0.18

（どのような状態に）

射水市地籍調査事業 ｋ㎡

H21年度
達成率

0.16

0.05

0.21

100.0

100.0

千円

650 千円

活
動
指
標

事
業
コ
ス
ト

事　　業　　費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

4,485

650

伸率

成
果
指
標

0.06 0.33

①

②

①

0.05

0.15

－

0.18

0.01

－

H22予算

千円

千円

②

③

千円4,718 12,186 千円

100.00.33

射水市赤井野田・屋敷地区地籍調査事業

4,420

射水市川口宮袋入会地地区地籍調査事業

単位

ｋ㎡

ｋ㎡

指　標　名

H21決算H20決算

千円

8,415 千円

千円

人当 該 事 務 従 事 職 員 数

評価項目

0.65 人

4

部名

課名

電話

快適で利便性の高いまちづくり

国土調査法

0.65

Ａ 今後においても、地籍調査を推進する。

現地と公図の整合がとれていない地図混乱地区

地図混乱地区の公図を、最終的には、現地と整合のとれた地籍図にする。

国土調査法に基づく地籍調査事業の実施

射水市島地区地籍調査事業

4

千円

千円

③ ｋ㎡

7,071 千円 8,841

千円

9,853

2,782

17,256

評価結果を踏まえた今後の方針
（改善内容）

評価結果

必 要 性

有 効 性

達 成 度

効 率 性

５２－７３９０

一般会計

総
合
計
画

施 策 の 大 綱 予
算
科
目

会
計

政策名 （ 章 ）

施策名 （ 節 ）

第 4 土木費

都市計画費

都市計画総務費

款

項

目
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